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内容の要旨および審査の結果の要旨
癌細胞の最も重要な形質は浸潤・転移能である。この形質は，細胞接着能・間質分解酵素活性，細胞移
動能および細胞増殖能などが複雑に組み合されて発現し，形成されるものと推定されるｄ癌細胞の浸潤の
最初のステップは細胞外マトリックス成分との接着であるが，これには細胞の膜貫通性細胞表面レセプター
であるインテグリンが関与している。本研究は，PLP固定34例とメタカルン固定10例の胃癌組織を用い
て，胃癌の浸潤・進展に伴って発現するインテグリンの種類･分布を免疫組織学的に精査し，増殖細胞核
抗原（PCNA）による細胞増殖能や従来の臨床病理学的諸因子との間にどのような関連があるのかを検討
したものである。得られた成績は次のように要約される。１．腫瘍細胞はリンパ節への腫蕩進展度ととも
に不規則に増殖するという特徴があった。組織型別には膠様腺癌の細胞増殖能は他の型に比べ有意に低値
であった（P＜0.01)。２．αｖβｺインテグリン（ピトロネクチンレセプター，ＶＮＲ）陽性の胃癌では
VNR陰性のそれに比べ細胞増殖能が高かった（P＜0.05)。３．α５β１インテグリン（フィブロネクチン
レセプター，FNR）の発現症例ではフィプロネクチン陽性，α６サブユニット（ラミニンレセプターサ
プユニット,ＬMRS）発現胃癌でラミニン陽性であった（P＜0.05)。４．組織型別のＶＮＲ，ＦＮＲ，
LMRSの発現については，ＶＮＲは乳頭状腺癌で陰性，中等度分化型管状腺癌で陽性，ＬMRSは中等度分
化型管状腺癌で陽性であった（P＜005)。ＦＮＲには一定の傾向はなかった。５．ＶＮＲは大きい細胞集団
に発現が少なく，小さく個々ばらばらな浸潤性格の腫蕩細胞に陽性であった（P＜0.05)。６．フィプロネ
クチンは基底膜領域において問質増生型胃癌（硬癌）で断続的または陰性であった。ＦＮＲはリンパ節へ
の広範な転移症例において陽性を示した。基底膜成分のⅣ型コラーゲンは小さい腫瘍細胞群で不連続のこ
とが多かった。
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以上より，胃癌は癌の進展に伴って不規則な増殖を示すこと。また，この中で特にＶＮＲの発現が小型
「・
細胞集団に陽性であり，おそらく局所の浸潤に関連していること，およびFNRの発現は腫瘍が間質への
‘（ｉ
足場を確保してリンパ節への進展・定着したことを示唆するものと考えられた。本研究Iま特定のインテグ
リンの発現と分布パターンが胃癌の浸潤・進展形式と関連していることを組織レベルで示した価値ある論
文と評価された。
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